さて、 入 庵 雑記と 表題 を 置きました けれども、 入 庵 

を 機会と して、 私の 是 迄の 思 ひ 出 話 も少々 聞いて 頂き 

たいと 思って 居る のであります。 私の 流転 放浪の 生活 

が 始まりまして から、 早い もので 已に 三年と なります。 

此 間に は 全く 云 ふに 云 はれぬ 色々 な ことがありました。 

此 頃の 夜長に 一人寝て ゐて つくづく 考 へて 見る と、 全 

く 別世界に ゐる やうな 感が 致します。 然るに 只今 は ど 

うでせ う。 私の 多年の 希望であった 処の 独居 生活、 そ 

して 比較的 無言の 生活 を、 いと 安らかな 心 持で 営ませ 

ていた- V いて 居る のであります。 私に とりまして は 極 

たまもの 

楽であります。 処が、 之が 皆 わが 井師の 賜 であるの 



一 に、 井師を 機縁と して 生じて 来た ものであると 云 ふ 

事に 思 ひ 到り ますれば、 私 は茲に 再び、 朗々、 観音 経 

を 誦さなくて はならない 気持と なる のであります。 

丁度 明治 卅五 年頃の 事と 覚えて 居ります。 其 頃、 井 

師も私 も 共に 東京の 第 一 高等学校に 居りました。 井師 

は 私よりも 一級 上級生と いふ わけで、 其 頃 は 俳句 I - 

新派 俳句と 云った 時代です —— が 非常に 盛で、 其 結果 

「 一 高 俳句 会」 とい ふ ものが 出来、 句会 を 開いた もので 

した。 句会 は 大抵 根津 権現さん の 境内に 小さい 池に 沿 

うて 一 寸 した 貸 席が ありまし たので、 其処で 開き まし 

た。 そこの 椎茸 飯と いふの が 名物で、 お釜で 焚いた ま 



所謂 腰弁 生活 を やって 居た わけであります。 そして 茲 

に 機縁 を 見出した もの か、 層雲 第一 号から 再び 句作し 

はじめた ものであります。 それから こっち は 所謂 絶 ゆ 

るが 如く 絶えざる が 如く、 綿々 縷々 として 経過して 居 

ります 内に、 三年 前の 私の 放浪 生活が 突如と して 始ま 

りまして 以来 は、 以前の 明治 卅 五六 年 時代の 交渉 以上 

の 関係と なって 来た 訳なので あります。 そこで、 私が 

此 島に 参ります る 直前、 京都の 井師の 新居に 同居して 

居りました 事 を 少し 話させて いた y きませ う。 井師の 

此 度の 今 熊 野 の 新居 は清洒 たる もので はあり ますが、 

それ は 実に 狭い。 井師 一人 丈で すら どうかと 思 ふ 位な 



くさり を 聞いて いた V きたいと 思 ふので あります- 

我 昔 所 造 諸悪 業。 皆 由 無始 貪 瞋癡。 

従 身 口 意之 所 生。 一 切 我 今 皆 懺悔。 



あります。 居ながら にして 首 を 少し 前にのば せば、 そ 

こ は 広々 と 低み のな だれに なって 一面の 芋 畑、 そして 

遠く、 土庄 町の 一部と、 西の 空の 開いて 居る のが 見え 

るので あります。 東 は 例の この 庵 唯一 の 小さい 低い 窓 

でありまして、 其の 窓 を 通して 渠の 如き 海が 見え、 海 

の 向う に は、 島の なかの 低い 山が 連って 居ります。 西 

はすぐ 山です から、 窓に よ つて 月 を 賞す るの 便が ある 

のみで、 別に 大した 風情 は 有りません のです。 お天気 

のよ い 日に は 毎朝、 此の 東の 空に 並んで 居る 連山の な 

かから、 太陽が ダンん \ 昇って 来ます。 太陽の 昇る の 

は 早い ものです ね。 山の 上に 出た なと 思ったら、 もう、 



ダッグ ッグッ と 昇って しま ひます。 その 早い こと、 そ 

れを 一 人 坐って だまって 静に 見て 居る 気持 ッ たら 全く 

ありません。 私 は 性 来、 殊の外 海が 好きでありまして、 

海 を 見て 居る か、 波音 を 聞いて 居る と、 大抵な 脳の 中 

の ィザコ ザ は 消えて 無くなって しま ふので す。 「賢者 

は 山 を 好み、 智者 は 水 を 愛す」 とい ふ 言葉が あります。 

此の 言葉 はな か/ \ うま 味の ある 言葉で あると 思 ひま 

す。 但し、 私 だけの 心 持 かも 知れません が —— 。 一 体 

私 は、 ごく 小さな 時から よく 山に も 海に も 好きで 遊ん 

だもので すが、 だんだんと 歳 をと つて 来る に 従って、 

山 はどう も 怖い …… と 申す の も 可笑しな 話です が、 … 



…親しめない のですな。 殊に 深山幽谷と 云った やうな 

処に這 入って 行く と、 なんとはなしに、 身体 中が 引締 

めら れる やうな 怖い 気持が し 出した のです。 丁度、 怖 

い 父親の 前に 坐ら されて 居る と 云った やうな 気持です。 

処が、 海 は 全く さう ではない のであります。 どんな 悪 

い 事 を 私が しても、 海 は 常に だまって、 ニコ/^ とし 

て 抱擁して くれる やうに 思 はれる のであります。 全然 

正反対であります。 ですから 私 は、 これ 迄 随分 旅 を 致 

しました うちで、 荒れた 航海に も 度々 出逢って 居リま 

すが、 どんなに 海が 荒れても、 私 はいつ も 平気な ので 

あります。 それ は 自分で も 可笑しい やうです。 よし、 



船が 今 微塵に くだけて しまっても、 自分 は あの やさし 

い 海に 抱いて もらへ る、 と 云 ふ 満足が 胸の 底に 常に あ 

るからで あらう と 思 ひます。 丁度、 慈愛の 深い 母親と 

い つし よに 居る 時の やうな 心 持に なって 居る ので あり 

ま ^9 

私 は 勿論、 賢者で も 無く、 智者で も 有りません が、 

只、 わけなし に 海が 好きな のです。 つまり 私 は、 人の 

慈愛 …… と 云 ふ ものに 飢ゑ、 渴 して 居る 人間な ので あ 

リ ませう。 処 がです、 此の、 個人主義の、 この 戦闘的 

の 世の中に 於て、 どこに 人の 慈愛が 求められ ませう か。 

中々 それ は 出来に くい 事であります。 そこで、 勢 之 を 



であります。 

猶茲 に、 海に 附言し まして 是非共 ひとこと 聞いて 置 

いていた y きたい 事が あるので あります。 私が、 流転 

放浪の 三ケ 年の 間、 常に、 少しで も 海が 見える、 或は 

又 海に 近い 処 にある お 寺 を 選んで 歩いて 居り ましたと 

云 ふ 理由 は、 一 に 前述の通り であり ますが、 猶ー つ、 

海の 近い 処 にある 空が、 …… 殊更 その 朝と 夕と に 於て 

…… そこに 流れて 居る あらゆる 雲の 形と 色と を、 それ 

は 種々 様々 に 変形し、 変色して 見せて くれる と 云 ふこ 

とであります。 勿論、 其の 変形、 変色の 底に 流れて 居 

る 光りと いふ もの を 見逃がす 事 も 出来ません。 之 は 誰 



しも 承知して 居る 事であります が、 海の 近くで 無い と 

こいつが 絶対に 見られない 事であります。 私 は、 海の 

慈愛と 同時に 此の 雲と 云 ふ、 曖昧 糢糊 たる ものに 憧憬 

れて、 三年の 間、 飄々 乎と して 歩いて 居た とい ふわけ 

であります。 それが、 この度、 仏恩に よりまして、 此 

庵に 落ち着かせ ていた X 事に なりまして 以来、 朝に、 

夕べに、 海 あり、 雲 あり、 而も 一本の 柱 あり、 と 申す 

訳で、 況んゃ 時 正に 仲秋、 海に つけ、 雲に つけ、 月 あ 

り、 虫 あり、 是れ 年中の 人間 好 時節と いふ 次第な ので 

あります。 



がって 居る。 中々 美しい ものであります が、 それ を 右 

の 手に 持って リンリン 振りながら、 左手で は 鉦 をた、 

く、 中々 面白く も あり、 五 人 も 十 人 も 調子が 揃って 奇 

れいな ものであります。 処 がです、 此の 両 派が 甚だ 合 

はない。 云 は、 V 常に 相 嫉視して 居る のであります。 何 

しろ、 一 方 は 年よりば かり、 一 方 は 若い 連中、 と 云 ふ 

のであります から、 色々 な 点から 考 へて 見て、 是非 も 

ない 次第で あるか も 知れ ませぬ。 

一 体 関東の 方で は、 お 大師 さまの 事 を あまり やか ま 

しく 云 はない やうです が、 関西と なると、 それ はお 大 

師 さまの 勢力と いふ もの は 素 破らし いものであります _ 



鉦た たき 

私が この 島に 来たの は 未だ 八月の 半ば 頃で ありまし 

たので、 例の 井師の 句の なかに ある 「氷水で お別れ」 

をして 京都 を 十 時半の 夜行で ズ ー とやって 来たので す。 

ですから 非常に 暑くて、 浴衣 一枚す らも 身体に つけて 

居られない 位でした。 島 は 到る 処 これ 蟬 声※々 〔# 「口 

+ 彗」、 215,4r しかし 季節と いふ もの は 争 はれない も 

ので、 それから だんだんと 虫 は啼き 出す、 月の 色 は 冴 

えて 来る、 朝晩の 風 は 白くな つて 来る と 云 ふわけ で、 

庵 も 追々 と、 正に 秋の 南郷 庵ら しくな つて 参りました 



にも ホチ ホチ 小さな 空色の 花が 無数に 咲いて 居ります。 

島の 人 は 之 を、 かまぐ さ、 とか、 とりぐ さ、 とか 呼ん 

で 居ります。 丁度 小鳥の 頭の やうな 恰好 をして 居る か 

ら ださう です。 紺碧の 空色の 小さい 花びら をた つた 二 

まい 宛 開いた まん ま、 数 知れず、 黙りこくって 咲いて 

居ます。 私たち も 草花であります、 よく 見て 下さい I 

I と 云った 風に。 

かう 云 ふ 有様です から、 追々 と 涼しくな つて 来る と 

しょくしよ く 

いっしょに、 所謂 虫声啷 々。 あたりが ごく 静かです 

から 昼間で も啼 いて 居ます。 雨の しとしと 降る 日で も 

啼 いて 居ります。 ですから 夜分に なって 一層 あたりが 



い/ \ 居 るので すから、 御 承知の 方 も 多いで あらう と 

思 はれます が、 あの、 チ ー ン、 チ— ン、 チ ー ンと云 ふ 

啼き 声が、 何とも 云 ふに 云 はれない 淋しい 気持 を ひき 

起して くれる のです。 それ は 他の 虫 等の やうに、 其 声 

に は、 色 もなければ、 艷 もない、 勿論、 力 も 無い ので 

す。 それで 居て この 虫が なきます と、 他の たくさんの 

虫の 声々 と 少しも 混雑す る ことなしに、 只、 チ— ン、 

チ ー ン、 チ— ン …… 如何にも 淋しい、 如何にも 力の 無 

い 声で、 それで 居て、 それ を 聞く 人の 胸に は 何もの か 

非常に こたへ る ある もの を 持って 居る のです。 その 

チ ー ン、 チ— ンと云 ふ 声 は、 大抵 十五 六遍 から、 二十 



チ ー ン、 チ ー ン、 …… 死んで 居る のか、 生きて 居る の 

か、 それすら もよ く 解らない …… 只而 し、 秋の 空の や 

うに 青く 澄み切った 小さな 眼 を 持って 居る 小坊主 …… 

私に は、 どう 考へ なほして 見ても、 かう としか 思 はれ 

ない のであります。 

其の 私の 好きな、 虫の なかで 一 番 好きな 鉦 叩きが、 

この 庵の、 この 雑草の なかに 居た のであります。 私 は 

最初 その 声 を 聞きつ けたと きに、 ハツと 思 ひました、 

あ、、 居て くれた か、 居て くれたの か …… それ もこの 

頃で は 秋 益， A 闌 けて、 朝晩の 風 は 冷え性の 私に 寒い く 

らゐ、 時折、 夜中の 枕に 聞こえて 来る その 声 も、 これ 



のであります。 石、 殆ど 石から 出来 上って 居る この 島、 

大変 素性の よい 石に 富んで 居る この 島、 …… こんな 事 

が 私に は 妙に、 たまらなく 嬉しい のであります。 現に、 

庵の 北の 空 を 塞いで 立って 居る かなり 高い 山の頂 上に 

は —— それ は、 朝晚 常に 私の 眼から 離れた 事の ない I 

I 実になん とも 言 はれぬ 姿の よい 岩石が、 たくさん 重 

なり 合って、 天空に 聳えて 居る のが 見られる ので あり 

ます。 亭々 たる 大樹が 密生して 居る がた めに 黒い まで 

に 茂って 見える 山の 姿と、 又 自ら 別 様の 心 持が 見られ 

るので あります。 否 寧ろ 私 は 其の 赤裸々 の、 素ッ 裸の 

開け ッ 拡げた 山の 岩石の 姿 を 愛する 者であります。 恐 



らく 御 承知の 事と 思 ひます、 此 島が、 かの 耶馬渓 より 

も、 と 称せられて 居る 寒霞渓 を、 其の 岩石 を、 懐 深く 

大切に 愛撫して 居る ， J と を 。 

私 は 先年、 暫く 朝鮮に 住んで 居た ことがあり ますが、 

あすこの 山 は どれ もこれ も 禿げて 居る 山が 多い ので あ 

ります。 而も 岩石であります。 之を殖 林の 上から、 又 

治水の 上から 見ます の は 自ら 別問題であります が、 赤 

裸々 の、 一糸 かくす 処 のない 岩石の 山 は、 見た 眼に 痛 

快な ものであります。 山 高く して 月 小な り、 猛虎 一声 

山 月 高し、 など 申します が、 猛虎 を 放って 咆吼 せし む 

るに は 岩石 突兀 たる 山に 限る やうであります。 



うか。 つまり、 考 へて 見る と、 蹴られても、 踏まれて 

も 何と されても、 いつでも 黙々 として だまって 居る… 

…其 辺に あり はしない でせ うか。 いや、 石 は、 物が 云 

へない から、 黙って 居る より 外にし かたがないで せう 

よ。 そんなら、 物の 云へ ない 石 は 死んで 居る のでせ う 

か、 私に はどう もさう 思へ ない。 反対に、 すべての 石 

は 生きて 居る と 思 ふので す。 石 は 生きて 居る。 どんな 

小さな 石ッ ころで も、 立派に 脈 を 打って 生きて 居る の 

であります。 石 は 生きて 居る が 故に、 その 沈黙 は 益， A 

意味の 深い ものと なって 行く のであります。 よく、 草 

や 木の だまって 居る 静けさ を 申す 人が あります が、 私 



を、 今一度 他に 流用して 役に立て、 やらう と 思って、 

三寸から 四 寸位も 削りと つて 見る のです が、 中 はもう 

ボロ/ \ で、 どうに も 手が つけられません、 つまり、 

死んで しまって 居る のですな、 結局、 漬物の 押し 石 位 

な もので せうよ、 それにしても、 少々 軽くな つて 居る 

かも 知れません な …… とか、 かう 云った やうな 話 は、 

ザラに 聞く 事が 出来る のであります。 石よ、 石よ、 ど 

んな 小さな 石ッ ころで も 生きて ピン ピンして 居る。 そ 

の 石に 富んで 居る 此島 は、 私の 感興 を惹 くに 足る もの 

でなくて はならない 害であります。 

庵 は 町の 一番 とっぱし の、 一寸 小高い 処に 立って 居 



のです。 この頃に なると 電気が 消えて しま ひまして、 

東の 小 窓 を 通して 見える 島の 連山が、 朝日の 昇る 準備 

を 始めて 居ります。 其の 雲の 色の 美し さ、 未だ 町の 方 

は 実に 静かな もので、 何もかも 寝込んで 居る らしい、 

た、 V 海岸の 方で 時折 漁師の 声が きこえて くる 位な もの 

—— 。 これが 私のお 天気の 日に 於け る 毎日の きまった 

仕事であります。 全く 此頃 お天気の 日の 庵の 朝、 晚秋 

の 夜 明の 気持 は 何とも 譬 へやう がありません。 若し そ 

れ、 これが 風の 吹く 日で あり、 雨の 降る 日であります 

と、 又 一種 別 様な 面白味が あるので あります。 島 は 一 

体 風の 大変よ く 吹く 処で、 殊に 庵 は 海に 近く 少し 小高 



であります。 風の 威力 は 実にえ らい ものであります。 

私の 学生時代の 友人に K …… 今 は 東京で 弁護士 を やつ 

て 居ります …… と 云 ふ 男が ありまし たが、 此の 男、 生 

れっき 風 を 怖がる こと 夥しい。 本郷の ある 下宿屋に 二 

人で 居ました ときなん かで も、 夜中に 少々 風が 吹き出 

して 来て、 ミシ /\ そこらで 音が し 始める と、 とても 

一 人で ぢっ として 自分の 部屋に 居る 事が 出来ない ので 

す。 それで 必ず 煙草 を もって 私の 部屋に やって来 るの 

です。 そして、 くだらぬ 話 をしたり、 お茶 を 呑んだり 

煙草 を 吸ったり して ゴマ 化して 置く のです ね。 私も最 

初のう ち は 気が付きませんで したが、 たうとう 終 ひに 



下に 吸 ひ 込まれ さうな 気持になる のです。 ィャ、 事実 

私 は 吸 ひ 込まれて 落ちる に 違 ひありません。 と 申す の 

は、 さう 云 ふ 高い 処 から 吸 ひ 込まれて 落 込む 夢 を 度々 

見る のです から。 処が此 K です、 あの 少しの 風 音 すら 

も 怖がる 民が、 右 申 上げた やうな 場合 は 平気の 平左衛 

門な のです。 例へば 浅 草の 十二 階 …… 只今 はあり ませ 

んが …… なんかに 二人で あがる 時、 いつでも 此の 意気 

地 無し 奴が と 云 ふやうな 顔 付 をして 私 を 苦しめる ので 

す。 丁度、 蛇 を 怖がる 人と、 毛虫 を 怖がる 人と が 全然 

別の 人で ある やうな ものなん でせ う。 浅 草と いへば、 

明治 三十 年頃です が、 向島で、 ある 興 業師が、 小さい 



風船に お 客 を 乗せて、 それ を 下から スル/ \と あげて、 

高い 空から あたり を 見物させる こと を やった ことがあ 

ります。 処 がどうです、 此の K なる 者 は、 その 最初の 

搭乗者で、 そして 大に 痛快が つて 居る とい ふ 有様な の 

です …… いや、 例に より、 とんだ 脱線であります。 扨、 

風の 庵の 次 は 雨の 庵と なる わけです が、 全体、 此島は 

雨の 少ぃ 土地ら しいので す。 ですから 時々 雨になる と 

大変に シ ン ミリした 気持に な つて、 坐って 居る ことが 

出来ます。 しかし、 庵の 雨 は 大抵の 場合に 於て 風 を 伴 

ひます ので、 雨 を 味 ふ 日な ど は、 ごくごく 今迄 は 珍し 

いのでした。 そんな 日 はお 客さん も 無し、 お 遍路さん 



も 来ず、 一 日中 昼間 は 手紙 を 書く とか、 写経 をす ると 

か、 読経 をす ると かして 暮 します。 雨が 夜に 入ります 

と、 益 M しっとり した 気分に なって 参ります。 



庵の なかに ともって 居る 夜の 明りと 申せば、 仏 さま 

のお 光りと 電燈ー つ だけであります …… 之 もつ い 先日 

迄 は ランプで あつたので すが 、 お 地蔵 さまの 日から 電 

燈を つけて いた X ことにな リ ました。 一 に 西 光寺 さ 

たまもの 

んの御 親切の 賜 であります。 入 庵 以来 幾 月 もた、 な 

いのです が、 どの位 西 光寺さん の 御 親切、 母の 如き 御 

慈悲に 浴し ました 事 か 解りません。 具体的に は少々 楽 

屋 落ちになります から、 これ は 避けさせ ていた、 V きま 

す …… それだけの 明りが ある 丈であります。 扨、 庵の 



す。 庵の 後架 は 東側の 庭に ぁリ ますので、 用 を 足す と 

き は 必ず 庵の 外に 出なければ なりません。 例の、 昼間 

海 を 眺める にしましても、 夜お 月 さま を 見る にも、 そ 

して この 灯火 を 見る にも、 私が 度々 庵の 外に 出ます の 

ですから、 大変 便利であります。 何が 幸になる もの か 

解りません ね。 後架が 外に ある ことが これ 等の 結果 を 

産み出す と は。 

灯と 申せば、 私が 京都の 一 燈 園に 居りました 時分、 

灯火に 対して 抱いた 深刻な 感じ を 忘れる 事が 出来 ませ 

ん。 此の 機会に 於て 少し 又 脱線 さしていた、 V きませ う。 

一 寸 その 前に 一 燈 園なる ものの 康子を 申 上げ ませう。 



去る 者 あり、 来る 者 ありと いふので して、 在 園 者 は 実 

によく 変り ます。 私 は 一 昨年の 秋、 而も この 十 一 月の 

に ひなめ さい 

一 一十三 日新嘗 祭の 日 を 卜して 園に とび 込みました。 私 

は 満洲に 居りました 時、 二回 も 左側 湿性 肋 膜 炎 を やり 

ました。 何しろ 零度 以下 四十 度なん と 云 ふこと も ある 

のです から、 私の やうな 寒がりに はた まりません。 其 

時 治療して もらった 満鉄 病院 院長 A 氏から …… 猶 これ 

以上 無理 をして 仕事 をす ると …… と大に 驚かされ たの 

が此 生活に は 入ります 最近 動機の 有力なる 一 つと なつ 

て 居る のであります。 満洲からの 帰途、 長 崎に 立ち寄 

りました。 あそこ は 随分 大きな お 寺が たくさん 有る 処 



り、 御 祈りな り、 朝晚、 みんなで やった もの ださう で 

す。 それ も、 オルガン を 入れて ブ— 力/ \ やり、 一 方 

では 又、 仏 党の 人々 が 木魚 を ポクく 叩いて 読経した 

へんちき 

の だと 申します から、 随分、 変 珍奇であった であらう 

と 思 はれます。 現在で は 皆 読経に 一 致して 居ります。 

読経が すむ と 六 時から 六 時半になります。 それから 皆 

てく/ \ 各自 その 日の 托鉢 先き (働き 先き) に 出かけ 

て 行く のです。 園から 電車の 乗り場まで 約 半里 はあり 

ます。 そこから まづ 京都の 町ら しくなる のです が、 園 

の 者 は 二 里で も 三 里で も 大抵の 処は皆 歩いて 行く 事に 

な つて 居ります —— と 申す の は 無 一 文なん ですから。 



先方に 参りまして、 まづ 朝飯 をいた、 V く、 それから 一 

日 仕事 をして、 夕飯 をいた y いて 帰 園し ます。 帰 園し 

てから 又 一時間 程 読経、 それから 寝る ことになります。 

何しろ 一日中く たびれ 果て、 居る こと、 て、 読経が す 

むと、 手紙 書く 用事 もな にもあった もん ぢ やない、 煎 

餅の やうな 布団に くるま つ て 其 儘 寝て しま ふので す。 

園に は どんな 寒中で も 火鉢 一 つあった 事な し。 夜 寝る 

のに も、 只 障子 をし める だけで 雨戸 は 無い のです から、 

それ はスッ パリした ものです。 

扨、 私が 灯火に 対して 忘れる 事の 出来ない 思 ひ 出と 

申します の は、 この、 朝早く まだ 暗い うちから 起き 出 



して 来て、 遙か 山の 下の 方に、 まだ 寝込んで 居る 京都 

の 町々 の 灯、 昨夜の 奮闘に 疲れ果てて 今 暫くしたら 一 

度に 消えて しま はう と 用意して 居る、 数千 万の 白た、 

けた 京都の 町々 の 灯 を 眺めて 立って 居る 時と、 夜分 ま 

つ 暗に 暮れて しまつてから、 其 日の 仕事に へト /\ に 

疲労し 切った 足 を引摺 つて、 ポッリ く 暗の 中の 山路 

を 園に 戻って 来る 時、 処々 に 見える 小さい 民家の 淋し 

さうな 灯火の 外に、 自分の 背後に、 遙か 下の 方に、 ダ 

ィャか プラチナの 如く 輝いて 居る 歓楽の 都 …… 京都の 

町々 の イルミ ネ— シ ヨン を 始め、 其 他 数万の 灯火の 生 

きくした、 誇りが ましい 輝かさ を 眺めて 立って 居た 



シ ョ ック する ものであると 云 ふ 事 をつ く-^ 感じた 次 

第であります。 此 時の 感じ をう まく 表現して 見たい と 

思った のです が、 これ 以上 到底なん とも 申し上げ やう 

の 無い のが 遺憾 至極であります。 この 位で 御 察し 下さ 

いませ。 

次に、 この 毎日の 仕事 …… 園で は 托鉢と 申して 居り 

ます …… 之が 実に 種々 雑多の ものでありまして、 一 寸 

私が 今 思 ひ 出して 見た 丈け でも、 曰く、 お 留守番、 衛 

生 掃除、 ホテル、 夜番、 菓子屋、 ウド ン屋、 米屋、 病 

人の 看護、 お 寺、 ビラ 撒き、 ボ— ル 箱屋、 食堂、 大学 

の 先生、 未亡人、 簡易食堂、 百姓、 宿屋、 軍港、 小作 



争議、 病院の 研究 材料 (之 は モルモットの 代りになる 

のです) 等々、 何しろ 商売 往来に 名前の 出て ない もの 

が 沢山 あるので すから 数へ 切れません。 これ 等 一 つ 一 

つ の 托鉢 先の 感想 を 書 いても 面白い 材料 はいくら でも 

ありませ う。 さて、 私が これ 等の 托鉢 を 毎日々々 やつ 

て 居ります 間に、 大に 私の ために なること を 一 つ 覚え 

たのであります。 それ はかう 云 ふ 事です。 百万長者の 

家庭に は 入って 見ても カラく の 貧乏人の 家庭に は 入 

つて 行って 見ましても、 何 かしら、 其 家の なかに、 な 

んか頭 をな やます 問題が 生じて 居る、 早い話が、 お金 

に 不自由が 無い 家と すれば、 病人が 有る とか、 相続人 



出来る であらう 9 而し まあ、 以前 申した 年頃の 

人々 に は、 よい 修業 場と 思 はれます。 年輩者に は 駄目 

です。 天 香さん と 云 ふ 人は糙 にえら い 人に 違 ひない。 

あの 園が、 二十 年の 歴史 を 持って 居る と 云 ふ 点 だけ 考 

へて みても 解る ことです。 そして、 知能の 尤もす ぐれ 

た 人であります。 茲にー つの 揷話を 書いて 置き ませう。 

或 日、 天 香さん と 話して 居た とき、 なんの 話からで し 

たか、 アン タは 俳句 を 作られる さう ですな、 と 云 ふ 事 

なので、 え、 さう です。 どうです、 一日に 百 句 位 作れ 

ます か？ さすがの 天 香さん も、 俳句に ついては 矢 張 

リ 門外の 人であった のであります。 園で 俳句 を やって 



居る 人々 も ある やうで したが、 大抵、 ホト トギス 派の 

やうに 見受けました。 

いや、 非常な 大 脱線で、 且、 大分 ゴタ くして 来 ま 

したから、 此の 入 庵 雑記 も ひとま づ此 辺で 打 切らして 

いた y かう と 思 ひます。 筆を擱 くに あたりまして、 今 

更 ながら 井 師の大 慈悲心に 想到して 何とも 申すべき 言 

葉が 御座いません。 次に 西 光寺 住職、 杉 本師に 対し ま 

して、 之 又 御礼の 言葉 も 無い 次第であります。 杉本師 

は、 同人と して は玄々 子と 称して 居られ ますが、 師は 

前 一寸 申 上げた 通り、 相対 座して 御 話して 居る と、 全 

く 春 虱に 頰を 撫でられて 居る やうな 心 持になる ので あ 



ります。 此の 偉大な 人格の 所有 主たる 杉 本師の 庇護の 

下に、 南郷 庵に 居らせて いた、 V いて 居る と 申します こ 

と は、 私と しまして 全く 感謝 せざるを得ない 事で あり 

ます。 同人、 井上 一 二 氏に 対する 御礼の 言葉 は 余りに 

親しき 友人の 間と して、 此際、 遠慮 さして 置きます。 

扨、 改めてお 三方に 深い 感謝の 意 を 表しまして、 此稿 

を 終らせて いた V きます。 南無阿弥陀仏。 

(十四 年、 十 一 月 五日) 
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